
歴史的事象について考えたことを多面的・多角的に表現する児童の育成
―思考を整理していくノートの活用を通して―

成果 〇吹き出しを読み返すことで、自分の思考の変化や深まりを実感することができた。
〇側面や立場の違いに視点を当てることで、歴史的事象を多面的・多角的に捉え、様々な立場、
場面を想像して表現することができた。

課題 ●知り得た知識や気付きを整理し、自分の考えとして表現するには、効果的な根拠を選んで文
章を構成していく必要がある。

教師の願い

授業で得た知識や気付きを効果的に整理
して考えたことを、多面的・多角的に表現す
ることができるようにしたい！

児童の実態

歴史的事象についての思考の深まりと
表現力に弱さが感じられる

表現力の土台となる
思考を整理していくノート作り

【手立て １ 】

吹き出しに考えを蓄
積していく活動

①知り得た知識の整理

② 気付き・驚き・疑問
などを可視化

③吹き出しを基にして
考えをまとめる

④伝え合う活動を経て
再構成

⑤学習のまとめと
振り返り

『多面的』…様々な側面から見て捉えること

例：政治、経済、文化など

『多角的』…異なる立場から見て捉えること

例：政府（伊藤博文）、庶民、外国など

ノートを活用して思考を整理していった例

単元名 「明治の国づくりを進めた人々」

活動（思考）の流れ

【手立て ２ 】

明確な視点を示し、側面（面）と
立場（角）を意識させる活動

【手立て ３ 】

ホワイトボードで
情報を整理していく活動

☆自分の見方や考え方に
改めて気付くことができた！

☆様々な立場や側面を想像して
考えることができた！

☆吹き出し(自分の考え)がある
のでスムーズに取り組めた！

☆交流で得た新しい視点を活用
することができた！

・端的な文章で記述
・学級全体で確認
・側面や立場で整理
してグループ化

１

２

３

４

５

左ページには、新たな知識、
気付きや驚きなどを蓄積する

右ページでは、自分の考えを表
現し、交流で得た新しい視点を
盛り込んで思考を整理する

側面や立場といった視点を明確化 多面的・多角的な見方を表現に生かす
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